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審 査 結 果 の 要 旨 
 本研究は、マウスiPS細胞のBMP-4処理による骨芽細胞分化誘導系で、誘導期間内での
miRNA microarray解析を行い、誘導期間内に発現低下したmiRNAに焦点をあて、骨芽細胞分
化に関与するmiRNAを同定し、同定したmiRNAのanti- miRNAによる骨芽細胞分化誘導の可能
性を検討した。その結果、マウスiPS細胞を骨芽細胞分化誘導系で同定した6つのmiRNAは、
Dlx5及びMsx2を抑制することにより骨芽細胞分化制御に強く関与することが判明し、
anti-miRNAによる骨芽細胞分化誘導では一部の骨芽細胞分化マーカーの発現増加を認め、
その可能性が示唆された。本論文の内容は、再生医療の分野で、マウス人工多能性幹細胞
の骨芽細胞分化の制御におけるmiRNAの関与を示唆するものであり、明らかに学術水準を高
めたものと認める。 
